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要 旨:ラ フカデ ィオ ・ハー ンは 『チ ータ』執 筆の過程で、大 自然 の猛威 か ら文明の力で子供 を庇

護 す る養母 の テーマを発見 する。マルテ ィニー ク渡航 直後のハ ー ンは、亜熱帯 の自然 を妖艶 な魅

惑 と感 じたが、次第 に自然 は必 ず しも桃 源郷で はな く実母の よ うな生産力 と破壊力 を兼備 す るこ

とに気づ く。ハ ー ンにとって自然 は、妖 艶 な魅惑 か ら破壊力 を秘 め た不可知 な もの に変化 した。

不可知 的 自然 は人知 を越え た世界 とい う意味 で文 明の狭 い価値観 か らの解放で はあ る。だが一方

で不可知 的 自然 の驚異 に対抗 で きる文 明の庇護 をハー ンは模索 し、養母 のテーマへ辿 り着 く。

ハー ンの 自然 ・文 明観 では、実母 は自然を、養母 は自然 と折 り合 う文 明 を象徴 してい る。彼 は

自然 か ら乖離 した大都市 には魅力 を感 じなか ったが、自然観 に関 して はフ ァム ファタル的な妖艶

な 自然観 か ら、スペ ンサ ー的 な不可知 の 自然観 を形 成す るに至 った。また可知界 の外側 で不可知

界 のエネルギ ーは永続す るという輪廻思想 の原型 を持 つよ うにな る。反面 スペ ンサーの文 明序列

化 に対 し、彼 は常 に異文化への暖か い視線 を持 って いた。

ハー ンの この 自然観の変化 と養母 のテーマの発見 は同時期 に起 こってお り、『チ ータ』は彼 が

文 明か ら自然 への逃走 に区切 りをつけ、文明への回帰 に向か う契機 となった作品 と言え る。
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は じめに

ラフカデ ィオ ・ハ ー ン(LafcadioHearn)は 近 代西 欧の合理主義 に馴 染まず、文 明への違和感

を持 って いた。ところが晩年 日本 で は、家庭 を持 ち永住 を考 え る。彼 に とって養子縁組 を して獲

得 した 「家庭」は 自意 識的 に選 びと られた文 明を象徴 し、彼 は一旦文 明か ら自然へ逸脱 しなが ら

再 び文 明へ回帰 した と言え る。自然 ・文明 ・家族 というテーマはハ ー ンを解釈す るにあた って重

要 な視点 で あ り、 これ らの テー マ を彼 が 初 め て具 体 的 に扱 った作 品が 『チ ー タ』(Chita:A

一Memory of Last Island,1889)で あ る。本稿 で は 『チ ータ』にお けるハ ー ンの 自然観、文 明観 、



家族観 について論 じたい。

ハー ンの独特 な 自然 観、文 明観、家族観 の基盤 とな ったのは、悲遇 の幼少 期で あろ う。幼 くし

て実父母 と生別 し、本来 な らば大 自然 の恵み溢れ るギ リシ ャの島で実母か らの寵愛 を受 け るべ き

時期 に、島 と比べ るとよ り文明 圏に近 いダブ リンの都心 で、大叔母 によって育 て られ る。幼少期

か ら青年期を過 ごしたダブ リン、ロ ン ドンの社会、また19歳 で無一文 で渡米 した先の シンシナテ ィ

な どの文明社会 で、彼 は辛酸 をなめ る。 シンシナ テ ィで当時 の法律 を犯 し、職 を辞 して まで混血

女性 マ ティ ・フォ リー(MattieFoley)と 結 婚 したのは、当時 の文 明社 会の枠組み に収 ま りきら

ない生 き方 を模索す る試 みだ ったのか も知れ ない。その結婚生活 に破綻 し、ニューオー リンズ に

移 り住 んでか らは、ハー ンは文筆家 として徐 々に名 を上 げて い く。そ して ジャーナ リス トと して、

確 かに近代西 欧文 明の一端 に居場所 を見 つけた。

しか しマル ティニ ーク渡航で彼 にとって の転機 が訪 れた。文明か ら離れ大 自然へ飛 び込 んだ こ

とで彼 は刺激 を受 け、『チ ータ』、『ユーマ』(Youma,1890)な ど メキ シコ湾 やカ リブ海 の島を舞

台 とした作 品を生 む。『チ ータ』を執筆 した当時、ハー ンの内面 で は、自然 ・原始 の力 が文 明 ・家

族 の力 に勝 ってお り、物語 中、嵐 のため に離散 した家族 たちは再 会 の感動 を味わ うことはな く、

物語 は終 わ る。自然 は人間の営み に協力す ることはな く、あ くまで無 関心 であ る。

だが、晩年 のハー ンは日本で家族 を持 ち養子縁組 を して永住 を考 える。これ は文明 としての家

族 へ回帰 す るよ うにな った、彼 の もう一 つの転機 と言 えよ う。ハ ー ンは大 自然 のuncontrollable

な エ ネルギーの描写 に積極 的であ るが、一方で 『ユーマ』において はダー(乳 母)、 『チータ』にお

いて は養父母 ビオスカ(Viosca)夫 妻 が、言わ ば 自然 に対す る 「文明」と も言 え る家族を形成 し

てい る。彼 らが荒ぶ る 「自然」か らの防御壁 と して機能 してい る舞台 では、自然 は人間 と協調す

る理想 的 なものと して描 かれ る。この ように、ハ ー ンのアメ リカ時代 後半か ら、彼の内部 で文 明

の肯定 的 な力が徐 々に強 まって いた可能 性 はあるが、やは り 『チー タ』にお いて は未 だ、大 自然

の力 が人 間の運命 を翻弄 してい る。

ハー ンは 『チ ータ』執筆当時、ハ ーバー ト・スペ ンサ ー(HerbertSpencer)の 宇 宙観 の影響 を

受 けていた。『チー タ』にお けるハ ー ンの 自然観 には確か にその影響が見 られ る。だがその一方 で

スペ ンサ ーの社会的 ダーウ ィニズム とは相反す る、様 々な文化 の多様性へ の理解 を描 き、多文化

主義 の先駆的 な感性 も膨 らませ てい る。本稿 で は、まず 『チ ータ』に描か れるハー ンの 自然観 と

文 明観 をま とめ、ハー ンがどの程度 までスペ ンサ ーの影響を受 けて いたのか を明 らかにす ると共

に、ハー ンの養母 とい うモチー フが、自然 と文 明の二項対立 の中で一種 の仲 介役 と して働 いて、

ハー ンの文 明への回帰 につなが ることを検証 す る。

1ハ ー ンの自然観 と文 明観

『チー タ』は 『ユ ーマ』に先駆 けて、1886年 か ら87年 に かけて ニューオー リンズで執筆 され、



89年 に単行 本 と して刊 行 され た。 もともと1883年 、友人 の作家 ジョー ジ ・ワ シン トン ・ケー ブ

ル(GeorgeWashingtonCable)か ら聞 いた実話を元 に書かれ た小説で ある。作 品の粗筋 は次 の

とお りであ る。

19世 紀当時、ニ ューオ ー リンズ沖 に浮かぶ ラス ト島(L'Ile Derniere)は 、 フランス系上流 階級

の人 々 の避暑地 と して栄 えて いたが、1856年8月10日 夜 、記録的 な大 嵐 に襲 われ島全体が水没

す る。翌朝奇跡 的に、一人 の四歳の女児が死んだ母親 の身体 に しがみつ いて漂流 してい るところ

を、同 じメキ シコ湾岸 の別 の島、 グラン ド島 に住 むスペ イ ン系 漁民 ビオスカ夫妻 に救助 され る。

夫妻 は、ほぼ同年 の娘 コ ンチー タ(Conchita)を 失 ったばか りで、その拾 い子 にチータ と名 をつ

け育 て る。チー タは荒ぶ る海を畏れ なが らも海 と共 に成長 し、泳 ぎを習得す る ことで慰謝 を覚 え

る。一方、同様 に嵐 の夜 に通 りがか った船 に偶然助 け上 げ られたチ ータの実父 ジュ リア ン ・ラブ

リエ ール(Julien La Brierre)医 師 は、ニューオー リンズで医療 に打 ち こんでいた。天災か ら11

年 後 の1867年 、 マラ リアが大流行 した夏、ジュ リア ンは往診先 の グラン ド島で 自身 がマ ラ リアを

発病 す る。彼 は、臨終 間際 に病室 に現 れた地 元漁村の少女 を見 て、彼女 が嵐で亡 くした妻 の若 い

頃に似 て いること、その右首筋 に死別 したはずの幼 い娘 と同 じ痣が ある ことに気 づ く。しか し朦

朧 と消え行 く意識 の中で、チ ータとの意思疎通 は果 た されず、ジュ リア ンの人生 と物語 は終 わ り

を迎 え る。

(1)実 母 と養母

『チー タ』では島の 自然が多 く描写 されて いるが、中で も海 に焦点が 当て られて いる。そ して

海 が描 写 され る ところで は、頻 繁 に女性、母 のイメ ージが表現 されてい る。た とえ ば第3部 「高

潮 の影 」(The Shadow of the Tide)の 第2章 で は、海 は様 々な形態 を とり謎 めいてお り、化 け

物 や神 々の母"mother of the monsters and the gods"(233)の よ うだ と述 べ られて い る。

母性 とは単な る子供へ の優 しさ、自分の子供 を守 り育てよ うとす る性質だけではないことに、ハー

ンは気 づいて いた。生 み育て る力 を持つ母親 は場合 によ って は死や破滅 を もた らし、自然 は万物

の生 成者 で あ る と同時 に破 壊 者 に もな り得 る。1852年 、 ハ ー ンの母 ローザ(Rosa Antonia

Cassimati)は 二 歳 のハ ー ンを連 れ夫 の実家 のあ るダブ リンへ渡 るが、新生活 にな じめず神経症

を患 い、ハー ンが四歳の頃単身 ギ リシャへ帰 る。物心つ く前 に実母 と生 別 したハ ー ンが、生産力

と破壊力 を併せ持 つ大 自然 の力 を、原始的 な母性 と結 びつ けたと して も不思議 はないω

以 上 のよ うに、 自然 ・原始 は母性 で表 され るとい う考 え方 がハ ー ンの 自然観 の根底 にあ り、

『チータ』においては荒 ぶ る海 がその例 であ る。一方彼の文明観 には、理想 的な文 明を養母 に擬 え

る図式 があ るように思 われる。こ こで養母 についての仮説 を立て る理 由は、ハ ー ン自身が ダブ リ

ンで大叔母 とい う養母 に育て られ ただ けでな く、当時のハ ー ンの フ ィク ション作 品の中で養母 が

重要 な役割 を果 たすケースが他 に もあ るか らだ。例え ば 『ユーマ』に登場す る黒人乳母 ユーマ も、



若 く して誕生直後 に母親 を亡 くしたマ ヨッ ト(Mayotte)の 養 母 とな り、文字 通 り最期 まで子供

を庇護 す る。

　 『チー タ』で は、養 父母 の ビスオ カ夫妻 が海 か らチ ータを拾 い上 げ命 を救 う。養母 カル メ ン

(Carmen)は 海 にまつわ る様 々な言 い伝 えや話"the　 proverbs　 about　 its[of　the　sea]deafness,

its　avarice,　 its　treachery,　 its　terrific　power"(224)を 聞 か せ、海 とい う不可解 な 自然を擬人

化 し物語化 す ることを教 える。それ によ ってチー タは自然を文明化、言語化す る ことを学 んだ と

言 えよ う。養父 フェ リュー(Feliu)は 彼 女 に泳 ぎを教え、"The　 world　 is　like　the　sea:those　 who

do　not　know　 how　 to　swim　 in　it　are　drowned."(231)と の 信念で海 とい う大 自然か らの護身

術 を伝授 す る。泳 ぎを教わ る頃か らチー タの海 との接 し方 が変わ り、それ まで は両親 の命 を奪 っ

た海 を化 け物の ように恐れていたのだが、泳 ぎを覚 える ことで盲 目的な恐怖 か ら解放 されて い く。

す なわち文明の力で 自然 を コン トロールで きるよ うにな り、"The　 sea　appeared　 to　her[Chita]

as　something　 that　had　become　 tame　 for　her　sake,　something　 that　loved　her　in　a　huge　 rough

way."(233)と い うよ うに海 を 「自分を荒 っぽいや り方で可愛が って くれ るなにものか」と捉 え

るよ うになる。彼女 は海への恐怖を乗 り越え ると同時 に、父母喪失 の痛手 を も乗 り越 えてい く。

　 (2)都 市 の描写

　前述 の ように作 品 『チー タ』、『ユーマ』にお いて は、言語 や技 術 という文明 の力 が人間 を庇護

す る機能 を発揮す る舞台 では自然 は人 間に協調的 な もの とな り、それが存在 しない、または うま

く働 かない舞 台で は自然 は猛々 しいものとなる。そのよ うな保護機能の ある文明 は養母 として働

く。で は人間活動 の舞 台 と して、「自然」と対極 に位置す る 「都市文明」につ いてのハ ー ンの考 え

方 はど うなのであろ うか。

　作 品 『チー タ』の端 々には、大 都市 に対す る否定的 な眼差 しが伺わ れる。以下 は、疫病が流行

した1867年 夏 の ニ ュー オ ー リンズ の描写 であ る。街 は、「夜 は毒 を含 んだ 蒸気"venomous

vapors"が 冷 えて結露"morbific　 dews"を も た らし病気 を広 げ」、「昼 は霊枢車や会葬者 の行列

"th
e　interminable　 procession　 of　mourners　 and　 hearses　 and　 carriages"が 果 て しな く行 き

交 うゴース トタウン」と して描かれて いる(235)。

　 ハー ンは 『チー タ』以前 に も、1884年11月30日 付 のNew　 Orleans　 Times-Democratに 寄 せ た

"Th
e　Roar　 of　a　Great　 City"と い うタイ トルの エ ッセイを書 いているが、その中で街 の上 を交

差す る電線を風 がたたき、稔 りのよ うな音 を発す る様 を否定的 に描いている。当時は当然地下 ケー

ブルの発想 も技術 もな く、頭上 に電線が張 り巡 らされ る街の景観 は、まさに先端技術 の賜物 とみ

なされたで あろ う。実際 マーク ・トウェイ ン(Mark　 Twain)は 『ミシシッピ河上 の生活』(Life

on　the　Mississippi,1883)の 第41章 「南部 の都市」(The　 Metropolis　 of　the　South)の 中 で、当

時のニ ューオ ー リンズにつ いて、電灯 によ る照明 に関 して はニュー ヨークよ りも数が多 く上質 で



あ ること、娯 楽場 も栄え、電話 はいたる所 に通 じて いる こと、 ジャーナ リズ ムも進歩 して い るこ

とな どを書 いて いる(Twain　 475)。 トウェイ ンは 『コネテ ィカ ッ トのヤ ンキ ー』(A　 Connecticut

Yankee　 in　King　 Arthur's　 Court,1889)で 、科学技 術の発達 や合理 主義 を礼賛 しつつその行 き過

ぎを皮 肉 ってい るが、少 な くともニューオー リンズの都市化 は一応好意的 にと らえて いる。

　 ところがハ ー ンにとっては、これ らは文明 の勝利 品で はな く、街の上を走 る電話線が風 に叩か

れ る音 は物悲 しい金 属音"a　 buzzing　 metallic　 sound　 that　almost　 drowns　 your　 conversa-

tion"、 死 にゆ く者 の断末魔 の叫び"the　 last　wail　of　a　dying　 man"の よ うに聞 こえて いた

(Lafcadio　 Hearn's　 A　merica　 229)。 ハ ー ンが ニューオー リンズ時代 に ジャーナ リス トとして書 き

続 けた記事、コラムには、ク レオールの言語、文化 の魅 力を伝え る もの も多 いが、以上の引用 の

よ うに死、荒廃 を思わせ る記述 も多 い(2)。

ハ ー ンが都市文 明 に対 し死 の イメー ジを しば しば当て はめるのは、彼 の都市体験 が影響 してい

るのか も知 れない。1877年11月 、 ミシシッピ川を下 りニューオ ー リンズ入 りしたハ ー ンは、この

地 で 日本滞在 に次 いで長期 間の10年 間滞在す ることになる。以前8年 間を過 ごした シンシナテ ィ

で彼 は、辛酸 を嘗 めなが らも次第 に記者 としての職業 に活路 を見 出 した。ニューオー リンズ到着

時 も彼 は、 シンシナ ティ ・コマー シ ャル(Cincinnati　 Commercial)社 の 特派員 を解雇 され、慈

善 団体 の世話 にな った り路上で寝 た りとい った赤貧状態 か ら再 ス ター トした。また当時は街全体

に、南北戦争後 の再 建期の活力 と黄熱病 の流行 とい う災禍が併存 してお り、ハ ー ンはその中で逆

境 の どん底 か らタイムズ ・デモク ラッ ト(Times　 Democrat)社 の文芸部長 になるまで 出世 した。

シンシナテ ィやニ ューオ ー リンズとい う都会 は、彼 に名誉 ある地位や物質的成功 を獲得 す る機会

を与 えて くれ たが、そ こでの生存競争 は悪夢 に等 しい凶々 しさの印象 を もた らし、ハ ー ンの都市

文 明観 に影響 した と考え られ る。ハー ンはニ ューオ ー リンズの多用 な文化 の魅力 をよ く理解 して

いたが、全般 に彼の都市文明観 には否定的 な要素が多 い。

2　 『チー タ』と自然

次 に 『チータ』に描 かれ るハー ンの 自然観、文明観 を、19世 紀後半か ら20世 紀初頭 にかけて欧米

を中心 に広 が っていたスペ ンサーの思想 と比較 しなが ら、その影響 を検証す る。

　 ハ ーバ ー ト ・スペ ンサ ーは イギ リスの経 験論 の集大 成 とも言 うべ き 『総 合 哲学大 系』(The

Synthetic　 Philosophy,1862-1893)の 著 者 で、その構想 を発表後、30年 間 にわ た り 『第一原理』

(First-Principles,1862)、 『生物学原理』(The-Principles　 of　Biology,1864-67)、 『心理学 原理』

(The-Principles　 of　Psychology,1870-72)、 『社会学原理』(The　 Principles　 of　Sociology,1876-

96)、 『倫理学原 理』(The　 Principles　 of　Ethics,1879-93)を 刊 行 した。彼 は星雲 の生成 か ら人 間

社会 の道徳的原理 の展開 に至 るまで、物理的、心理 的、社会 的、倫理的諸現象 を、進化の原理 に



基 づいて組織的 に叙述 し、認識 の相対 性を主張 した。彼 の思想 は、当時の科学 万能の風潮 の中で

興 隆 し始 めていた ダーウ ィニズム生 物進化論 とも結 びつ いて普及 し、1882年8月 か ら11月 ま で

アメ リカに招かれ各地 を訪問 した。当時ハー ンはニューオー リンズの新聞 「タイムズ ・デモクラッ

ト』の文芸部長 で、日曜版を中心 に執筆活動 を展開 して お り、同年10月8日 の 日曜版 に、スペ ン

サーの 『社会学原理』第二巻 の書評 を発表 してい る(大 東126-27)。

以 下 は、1887年4月 にニ ューオ ー リンズか らエ リザ ベス ・ビス ラ ン ド(ElizabethBisland)

に宛 てた書簡 の抜粋 であ り、ハ ー ンが特 にスペ ンサーの 「第一原理 』に心酔 して いたことを示 し

てい る。

I am trying to get all my friends to read Herbert Spencer --beginning with 

 "First Principles ." .... I am now wrestling with the two big volumes of 

 "Biology
," and have digested one of the "Sociology." The "Psychology" I will 

touch last, though it is his mightiest  work.  ... But "First Principles" contain 

the digest of  all  ; --the other volumes are merely corollaries. (Life and 

Letters II 15)

　 本 人 が 認 め て い る よ う に 、 ハ ー ンが19世 紀 の 最 先 端 の 科 学 で あ っ た ス ペ ン サ ー 思 想 に 強 い 影 響

を 受 け て い た こ と は 間 違 い な い 。 しか し彼 は ど の 程 度 そ れ に 縛 られ て い た の か 、 も し ス ペ ン サ ー

思 想 を 越 え た 部 分 が あ る な ら ば そ れ は ど の 辺 り か を 、 次 に 検 証 す る 。

　 (1>妖 艶 な る 自 然 か ら 不 可 知 の 自 然 へ

　 ま ず 第 一 に 、 ス ペ ンサ ー と の 出 会 い に よ り 、 ハ ー ンの 大 自 然 の 捉 え 方 が 、妖 艶 な 女 性 の イ メ ー

ジ か ら人 知 を 超 え た 猛 威 の イ メ ー ジ に 変 化 し て い っ た こ と が 考 え ら れ る。

　 ハ ー ン は以 前 か ら南 の 自 然 に 対 して 妖 艶 な 女 性 を 投 影 す る 感 覚 を 持 っ て い た 。 彼 の 死 後 に 刊 行

さ れ た 、 ス ペ ン サ ー と 出 会 う 以 前 の エ ッ セ イ を 集 め た 「印 象 派 作 家 日記 抄 』(Leaves　 from　 the

Diary　 of　an　 Impressionist,1911)に お い て 、 「ク リー オ ー ル 雑 記 」(The　 Creole　 Papers)の 「仏

領 西 イ ン ドに お け る ク リ ー オ ー ル 婦 人 」(Creole　 Women　 in　the　 French　 West　 Indies)の 中 で 、

次 の よ う な 著 述 が あ る 。"Tropical　 nature　 is　indeed　 an　enchantress;but　 she　 does　 more　 than

bewitch,　 she　 transforms　 body　 and　 soul....　 she　 lulls　 the　 higher　 faculties　 to　sleep　 while

gratifying,　 as　nowhere　 else,　the　 physical　 wants　 of　life."(55-56)つ ま り 熱 帯 の 自 然 を 妖 術

で 人 を た ぶ ら か す 妖 艶 な 魔 女 に 例 え て い る。

　 更 に 『チ ー タ 』 の 第1部 の 「『最 期 の 島 』 の 伝 説 」 の 第3章 で は、 グ ラ ン ド島 の 一 群 の 樫 の 木 が 、

水 平 線 を 背 景 に 一 列 に 並 ん だ 女 性 の 姿"five　 stooping　 silhouettes　 in　line　against　 the　 horizon,



like　fleeing　 women　 with　 streaming　 garments　 and　 wind-blown　 hair,--bowing　 grievously　 and

thrusting　 out　 arms　 desperately　 northward　 as　to　save　 themselves　 from　 falling"(151)に

例 え ら れ て い る 。 ハ ー ン が こ こ で 当 時 の 世 紀 末 芸 術 の フ ァ ム ・フ ァ タ ル 像 を ど の 程 度 意 識 し た か

は 定 か で な い が 、 こ の 「髪 や 衣 服 を 風 に な び か せ 、 体 を 曲 げ て 逃 げ る 女 性 」 は 、 自 然 の 猛 威 を 表

現 し つ つ 、 一 方 で 髪 を ふ り 乱 し身 を よ じ る 女 性 の 混 沌 が 造 り だ す 魅 力 も ほ の め か して い る 。牧 野

陽 子 は 論 文"Hearn's`Yuki-Onna'and　 Baudelaire's`Les　 Bienfaits　 de　 la　Lune'"の 中 で

(205)、 ま た ジ ョ ー ジ ・ ヒ ュ ー ズ(George　 Hughes)は 『ハ ー ン の 轍 の 中 で 』(Looking　 Forward

and　 Looking　 Back:Essays　 on　Hearn　 and　 Teaching　 in/apan)の 中 で(123)、 ハ ー ン が 作 中 に

フ ァ ム フ ァ タ ル の 特 徴 を 取 り入 れ た こ と を 指 摘 し て い る。

　 性 的 魅 力 を 示 す 自 然 は 、 更 に 第4章 の ク ラ ゲ の 描 写 に 明 確 に 見 ら れ る 。 語 り 手 は ク ラ ゲ

(medusa)を 心 臓 に 例 え て そ の 妖 艶 か つ 怪 し げ な 魅 力 を"beautiful　 veined　 creatures　 that

throb　 like　hearts,　 with　 perpetual　 systole　 and　 diastole　 of　their　 diaphanous　 envelops"(157)

と表 現 し て い る。 そ れ は 単 な る ク ラ ゲ の 描 写 を 越 え て 同 じス ペ リ ン グ の ギ リ シ ャ神 話 の メ デ ュ ー

サ を も連 想 さ せ る 。 メ デ ュ ー サ は も と は 美 女 だ っ た が 、 後 に は 見 る者 を 石 に 変 え て し ま う怖 ろ し

い 化 け 物 と な る 。

　 こ れ ら に 対 し 『チ ー タ 』 の 第5章 で は 、 島 を 襲 っ た 暴 風 雨 の 様 子 や 、 そ の 夜 島 で 開 か れ て い た

華 や か な 晩 餐 会 、 そ の 大 ホ ー ル が 高 潮 に 流 さ れ る 断 末 魔 が 描 写 さ れ 、 自 然、は 人 間 を 翻 弄 す る人 知

を 超 え た 猛 威 と し て 描 か れ る 。 こ こ で の 海 は 妖 艶 さ か ら は ほ ど 遠 く 、"_.colossal　 breakers

were　 herding　 in,　like　moving　 leviathan-backs,　 twice　 the　 height　 of　a　man."(162)と い う よ

う に 怪 物leviathanに 例 え ら れ る 。

　 こ の 妖 艶 さ か ら猛 々 し さ へ の 変 貌 は 、 ス ペ ン サ ー の 自 然 観 の 影 響 で あ ろ う。 ス ペ ン サ ー は 『社

会 学 原 理 』 の 第8章"Industrial　 Institutions"のIntroductoryで 「人 類 史 に お い て 農 業 が 発 生

し た こ と 自体 が 驚 き で あ る 」 ほ ど、 大 自 然 の 荒 々 し さ は圧 倒 的 で あ る と以 下 の よ う に 述 べ て い る 。

Indeed, it is surprising that agriculture ever arose at all: the reward was so 

uncertain and the labour required so great.... While rude cultivation was 

limited to little scattered spots amid vast tracts covered with forest, wild 

Nature continually overwhelmed the husbandman's artificial Nature. (The 

 Principles of Sociology, vol.2 328)

　ここで"wild　 Nature"と 対 比 して使 われて いる""artificial　 Nature"と い う言葉 は、おそ ら

く 「農耕 地」を意味す るのであ ろ う。 しか し更 に考 えを押 し広 げ、単 に 「森林 に閉ざ され た環境



で農地を開墾することが難 しい」というだけの意味でな く、「人工的な自然」を圧倒する 「荒々し

い自然」と解釈すれば、ハーンが人間の造作物全般を凌駕する大自然の猛威をスペンサーから感

じ取 ったとも考えられる。

またスペンサーは 『第一原理』の第一編 「不可知界」の最終章でも、詩人の言葉を引用 し、近代

西欧文明も手が及ぼない大 自然の不可知性を表現 している。

Nature is made better by no mean, But nature makes that mean: over that 

art Which you say adds to nature, is an art That nature makes. (First 

 Principles 104)

　 つま り、自然 は人間がいかなる手段を講 じて も改良 され るもので はな く、自然が自 ら手段を作 っ

てい く。ハ ー ンの自然観 に驚異 の 自然 とい う不可知界の概念が持 ち込 まれ たのにはスペ ンサー と

の出会 いがあ った と考 え ることはで きるだろ う。

　② 　物質 の不滅性、工ネルギーの永続性

　 ハー ンがスペ ンサーか ら影響 を受 けたの は、前述 の不可知 な自然観 ばか りで はな い。 もう一点、

スペ ンサー思想 の、物質 は不滅で ありエネルギーは永続す るという考え方 も、『チータ』に大 きな

影響 を与 えてい る。

『チータ』の読 者 は、実父 ジュ リア ンが 目の前の少女 チータを実娘だ と認知す る寸前 の ところで

死 を迎 え る結末 に、もどか しさを感 じるであろ う。離散 していた親子が最後 に互 いを認知 す る大

団円で、ま して やその直後 に死 が再 び両者 を分 かつ こ とになれば悲劇性 も増す。大衆小説 で は、

前半 の数奇 な運 命 と少女が元気 に成長す る過程 は、その よ うなラス トシー ンを効果 的にす るため

の伏線 で あることが多 い。 ところが この作品 の結末 は、その定型 か ら外れて いる。 ジュ リア ンは

ヒン トをつかみか けたと ころで意識 朦朧 とな り、混 乱 とともに物語 は幕 を下 ろす。出会 った男性

が実父 で あることに、チー タも養父母 も気付か ない。 このよ うに、ハー ンが従来の大衆小説 の典

型的 な結末にない斬新な手法 に挑み、敢えて読者 にフラス トレーシ ョンを与えてまで表現 したか っ

た ものは、スペ ンサーが 『第一原理 』の 中で述 べ る 「物質 の不滅性 」(The　 Indestructibility　 of

Matter,143)、 「エネルギ ーの永続性」(The　 Persistence　 of　Force,158)で あ ろ う。ハ ー ンの哲

学 では、自然 は人間の喜怒哀楽 に無 関心 で、ただ淡々 と人 間の営 みを内包 しなが らすすんで い く。

チー タは漁村の娘 と して元気 に生 きてい き、場合 によって は島 の男性 と結婚 し子供 も授か り、生

涯 を島で過 ごすか も知 れない。小説 にそのよ うな描写 はな く読者が推測 するのみだが、少 な くと

も将 来を予感 させ る結末 に閉塞感、絶望感 は感 じられない。しか しなが ら親子関係 の確認 、再会

によ る医師の人生 の達成感 な どの完結 の図式 は退 けられ る。



　物語 の中盤 で、嵐 の中奇跡 的 に一命 を とりとめニ ューオ ー リンズの街 へ戻 った ジュ リア ンは、

自分 の墓碑 の前 に立 ち、もはや この社会 に 自分 の居場所 が ない ことを知 る。彼 は、"in　the　vast

and　 complex　 Stream　 of　Being　 he　counts　 for　less　than　a　drop"(Chita　 209)と 感 じ、世界 の

営 みの中で は個人 の生死 など些事 だ と悟 る。この悟 りは、ジュ リア ン自身の本当 の死 の場面 で も

繰 り返 され ることにな るが、これ はまさ しくスペ ンサー的 と言え よう

　 『チータ』だ けで な く、マル テ ィニーク時代 のエ ッセイ 『仏領西 イ ン ドの2年 間』(Two　 Years

in　the　French　 West　Indies,1890)に も、人 間 に無 関心 な 自然 の エネルギーを強調 す る特徴 は見

られ る。第2部 「マルテ ィニーク小 品集」(Martinique　 Sketches)の 第12章 「思 惑 は禁物」(Pa

Combine,　 Chi!)の 第6節 で、ハ ー ンはマルテ ィニ ークの自然 について、""Of　 your　 willingness

to　obey　 her[Nature],　 she　takes　 no　cognizance;一 一she　ignores　 human　 purposes,　 knows　 only

molecules　 and　 their　combinations."(104)と 語 り、まだ 自然 を女性 として捉 えて はいるが 自

然 は人 間の営 みには無 関心 であ ることを主張 してい る。

　 『チー タ』は悲劇 的な ス トー リーに もかかわ らず、読後 感 は暗 い もので はな く、主人公 チー タ

に将来 はある。この物語 には、大 自然 の前 で は個々の人間 の死 は悲劇 とは限 らない こと、人 間の

営 み はま さし く永 続す るエネルギーのよ うに続 いてい くことに対 す る、ハ ー ンの達観 が表 れてい

ると言 え よ う。確 か に スペ ンサ ーの著 書 『第一 原 理』 の第 二部 第6章 「力 の固 在性 」(The

Persistence　 of　Force)に は、ハ ー ンの見解 に近 い思想 が書 かれている。つ まり、永続 す るエネル

ギーは人知 を超 えた絶対的 な力"Absolute　 Force"で あ る こと、また不可知界"Unknowable"

を扱 う宗教 と可知 界"Knowable"を 扱 う科学 は、絶対 的 な現実"Unconditioned　 Reality"に

お いて表裏一体 であ ることが述 べ られてい る(163)。

　 実 は 『チー タ』の登場人物 にも、可知界 と不可知界 の表裏一体を象徴す るよ うな謎 の人物 ラル ッ

セル(Laroussel)が い る。チー タが奇跡的 に助 けられ た10日 後、白人 の一行 が フェ リューの家 の

前 で少女 チ ータ と面 会す る場 面で初 めて彼 は登 場す る。"Laroussel　 who　 had　 calmly　 taken　 a

human　 life,　a　wicked　 human　 life,　only　the　evening　 before"(199)の よ うに、あ る悪党 の命

を冷静 に奪 った人 物 と して紹介 され る ラル ッセル は、"he　 had　 never　 removed　 his　black　 gaze

from　 the　child　since　the　moment　 of　her　appearance."(199)と い う風 に、チ ータが姿 を現 し

た瞬間なぜか彼女 を凝視す る。この描写 だけで は、何 が彼 の視線 を捉えたのか は読者 には分 か ら

ない。英語 、 ドイ ツ語、イタ リア語 が通 じなか った少女 が、ラル ッセルのク レオール語 には反応

し、 コ ミュニ ケー シ ョンが成立 す る。 ラル ッセル は少女 が 「ズ ズ ンヌ」(Zouzoune)、 「リ リー」

(Lili)と 呼 ばれて いたこと、父が 「ズ リア ン」(Zulien)で 母 が 「デール」(Dele)で あ る ことを聞

き出す。彼 は仲間 の一行 に、 リリーはユ ウラ リー(Eulalie)が 縮 ま った ものであ ること、「ズズ ン

ヌ」 はク レオ ール語の愛称 で あ るこ と、おそ らく富裕 な家庭 出身で あ ることを説明 す る。更 に

「ズ リア ン」が 「ジュ リア ン」(Julien)で 「デール」は 「アデール」(Adele)だ ろ うとまで通訳 す



る。 ラル ッセルの心理描写が ないため、読者 は依然 と して不可知 の状 態 に置か れてい るが、この

時 ラル ッセルは、少女が 自分の知 り合 いの夫婦の娘だ と気づ いて いたはずで ある。

次 に ラル ッセルが登場す る場面が その状況証拠 となる。嵐を生 き延 びてか らニ ューオー リンズ

で医師 と して働 いて いる ジュ リア ンが、青年 時代 を回想す る場面が ある。サ ン ・マル タンヴィル

(St.Martinsville)で の舞踏 会で彼が恋 に落 ちた美 しい女性 は、明記 されて はいな いが後 に妻 と

な るアデ ールの可能性が高 い。彼女 を巡 って ジュ リアンは恋敵 ラル ッセル と決 闘をす る。僅 か2

分 で ジュ リア ンはラル ッセルに敗 れ るが、なぜか ラル ッセルが身 を引き、 ジュ リア ンとアデール

は結 ばれた ようで ある。その後二人 の男 は会 うたび に挨 拶 を交わす間柄 にな る。時 の流 れが逆転

しているが、この逸話 とフェ リューの家でのチータとの会話 の様子か ら、ラル ッセルは初めてチー

タと面会 した時 にチータの両親 に気 づいた と考え ざるを得 ない。 しか し、なぜか ラル ッセル は父

娘 の再会 の手助 けを しなか った。

更 にその11年 後、物語の結末で病床 に臥す ジュ リア ンは、成長 したチータの看病 を受 けなが ら

再 び ラル ッセル の ことを思 い出す(250-51)。 ジ ュ リア ンとラル ッセル は南北戦 争 に従軍 し、

チ ャ ンス ラーズ ヴ ィル(Chancellorsville)の 戦 闘で共 に戦 った。露営 で ラル ッセルは ジュ リア

ンに、 ラス ト島で嵐を生 き延 びたク レオールの少女 の話を語 るが、全貌を告 げる ことな く戦死 し

た らしい。病床 の ジュ リア ンは少女 の話 が気 にな るものの、目の前で看病 して くれ る若 い娘 チ ー

タと、奇跡 的に助 か った ク レオ ール少女 と、死ん だ実娘 ユー ラ リー とを結 びつ ける ことがで きな

い。 ジュ リア ンは最 後 まで不可知界 に置 かれ るが、読者 はよ うや くこの辺 りでハ ー ンの手 によ っ

て可知界 へ導 かれ る。

『チータ』のプ ロッ トには偶然 の連続 が多す ぎ、プ ロ ッ トが薄弱 で小説 と して不完全 だ とい う

批判 もあ るが(『仏領西 イ ン ド・下』444)、 ハ ー ンは、読者 に全てを明か さず に偶然 の連続 を語 る

ことに よって、不可 知界の驚異 を描 きたか った と考 え られ る。なぜ ラル ッセルは父娘再会 の労 を

とらなか ったのか、なぜチ ャンス ラーズ ヴィルの夜 営で ラル ッセルは ジュ リア ンに 「娘 は生 きて

い る」と告 げず婉 曲的な言 い方 を したのか、とい う謎 に対 して もハ ー ンは明確 な答 えを記 してい

ない。恋敵 の復讐心 も しくは恋敵 を助 けた奇妙 な友情 は不問 に付 され、読者 は不可知 の世界 に置

かれたままであ る。人 の行動 の善悪判 断を越えた不可知の世界 をハ ー ンは示 したか ったのか も知

れない。

この考 え方で 『チ ータ』の独特 の結末 も説 明で きる。離散 して いた親子 が互いを認知す るの は

可知 界的結末 であ り、登場 人物 の誰 もが真相 に至 らず結末 を迎 えるのは不可知界的結末 であ る。

可知界 の住人 は不可 知界での出来事 など知 る由 もな く、一方不可知界 は可知界 の基準 に左右 され

ることな く営 まれて い く。可知界 での起 承転結を物語 ることによ って カタル シスを与 え る大衆小

説 とは異 質 な手法で、個人の死 は悲劇 ではない こと、人 間の営 み は以前 と して淡 々 と続 くことを

表現 しよ うと して いる点 は、スペ ンサーの不可知界の思想 と もつ なが るハ ー ンの 自然観 と言 えよ



う。

3『 チー タ』と文 明

前章 では、ハ ー ンの描 く自然が妖艶 な女性的 な ものか ら不可知 な ものへの変容 したこと、またエ

ネルギーの永続性 とい う思想 が表 れていることか ら、彼 の自然観 はスペ ンサーの影響 を強 く受 け、

『チータ』に もそれが直接的 に表れて いる ことを述べ た。次 に 『チー タ』に表 れ るハー ンの文 明観

が、同様 にスペ ンサ ーか ら社会的 ダーウィニズムの影響 を受 けて いるか どうか を分析す る。

(1)個 人 を越 えた視点

まず、『チー タ』の物語の語 り手の素性が、章 を追 うごとに揺 らいでい く点 に注 目したい。

第1部 「最後 の島の伝説」(The Legend of L'IIle Derniere)の1章 か ら4章 は完全 に紀行文 で

あ るが、語 り手 は筆者ハ ー ンであ るのか、あ るい は舟旅す る人 であ るのか曖昧 な状態 であ る。そ

れが5章 か ら、水没 した島イル ・デルニエールの伝説を語 り始 める 「わた し」に統一 され る。「わ

た し」は水先 案内人 とと もに舟 で旅 す る旅人 らしい。 しか し6章 の島での宴、7章 の嵐 の後 の死

体 が岸 に漂着す る様子、の段階で は語 り手 が はっきりせず、全能 の語 り手が天か ら見下 ろ して描

写 して いるよ うに も見受 け られ るが、やは り水先案内人が語 る談 話、あ るいは 「わ た し」が水先

案 内人 か ら聞 い た伝 説 を書 き取 った よ うに も思 われ る。第2部 「海 の力」(Out of the Sea's

Strength)で 、 ビオ スカ夫妻 がチ ータを拾 うと ころか ら、本格 的な物語が始 ま り、小説 らしい全

能 の語 り手 が登場す る。ところが7章 か らジュ リアン ・ラブ リエールが登場 し、 ジュ リア ンの視

点 が多用 され始 め、彼 自身 の回想、独 白な どが 目立 つよ うにな る。第3部 「高 潮の影」で は、成長

してい くチ ータの姿が描 かれ、 ビオスカ夫妻 の視点 を借 り、時に はチ ータの視点 を借 りなが らも

全体 的には全能 の語 り手 が話 をすすめ る。

語 り手 をめ まぐるしく変え ることによ って、一個人を越 えた様 々な視点の存在が描 くの は、ハー

ンの意 図 した試 みであ ろ う。ハ ー ンは、『チータ』を書 き出す直前 の1885年 と実 際 に執筆 を始 め

た1886年 に、友人の ク レイ ビール(H.E.Krehbiel)宛 て に以下の よ うな内容 の書簡 を送 ってい

る。

I have not yet abandoned the idea of evolutional fiction, and find that my 

ethnographic and anthropologic reading has enabled me to find a totally 

new charm in character- analysis, and suggested artistic effects of a new 

and peculiar description. I dream of a novel, or a novelette, to be con-

structed upon totally novel principles; ... (Life and Letters  I  347-48)



I am writing a novelette.... It will be all divided into microscopic chapters 

of a page or half a-page each. Every one of these is to be a little picture, with 

some novel features. Some touches of evolutionary  philosophy.... there 

will be much more of suggestion than of real plot. (368)

『チータ』執筆前 の抱負 であろ うと思 われ る書簡 にあ る 「民族学や人類学の書物か ら得 た考え」

とい うの は、おそ らくスペ ンサ ー思想 であ り、「新 しい人物 分析、新 しい特異 な叙述 の効果」は、

語 り手が次 々と変わ る効果 の ことを指 して いるのであ ろう。また執筆に入 ってか らの書簡 にある、

① 「筋書 きよ りも暗示が多 く含 まれ た ものにす る」とか、② 「作 品をそれ ぞれ半頁 か ら一頁位 の

短 い章 に分 け、各章が小説 の特徴 を持 った小 さな絵 の ような ものにな るようにす る」、③ 「"evo-

lutionary　 philosophy"と 関係 させてい く」とい った記述 には、全 く新 しい手法の作品 を作 ろ う

とい うハー ンの意 図が感 じられ る。

① の筋書 きよりも暗示で物語 が進 め られてい る点、各章 が一片 の絵 のよ うであ る点 は、まさ し

く 『チー タ』に当て はまる。物語 の流 れ は時間軸 を無視 して進め られ、登場人物 の動 きよ りもハ

リケー ンの猛威 や熱帯 の輝か しい 自然 の描写 に頁 が割 か れて い る。一 方 ② の半 頁 か ら一 頁 の

"
microscopic　 chapter"と い う章 構成 の特徴 は、最 も短 い節で も2～3頁 はあ る 『チー タ』に

はあ まり合致 していない よ うに思 われ る。当時の一頁 の常識 が どの程度 であ ったか に もよ るが、

この特 徴 はむ しろ 『チー タ』に続 いてハ ー ンが企画 した中編小説"Lys"に 表 れて いる。西 イ ン

ド諸 島か ら北米 に移 り住んだ女性が、物質文 明によ って活力を失 い病 に倒れ る物語 としてハー ン

は構想 を練 ったが、結局 ハ ーパ ーズ(Harper's)社 に よ って 出版 を断 られ、原稿 の一部 のみ が

『仏領西 イ ン ドの2年 間』の最後 に挿入 され ることになった(船 岡68)。 この作品 は 『チー タ』以

上 に各章 間のプ ロッ トのつ なが りが希薄で、それぞれが独立 した生活 の一断面 を切 り取 った絵 の

よ うであ り、大半の章が一頁程度 にま とめ られて いる。よ って上記二 つの引用で、ハ ー ンは必ず

しも 『チータ』のみを指 して語 ってい るのではないか も知 れない。 しか し、ハー ンが 『チータ』や

"L
ys"で 新 しい形態 の小説、それ もスペ ンサー思想を意識 した作 品を考 えていた ことは確か で

あ る。

更 に③ の"evolutionary　 philosophy"と い う表 現 は、スペ ンサー主義 に基 づ く進化論的思想

を表す と考 え られ るが、『チー タ』か らは、西欧文 明を世界 の中心 として捉 え他地域 の文化後進性

を前提 とした当時 の進化論 的思想 とは、正反対 の異文化 への視点が感 じられる。 この ことについ

て次 に詳 しく述 べ る。

② 異文化へ の視線

『チータ』には、様 々な人種、言語 が混在 して登場 し、どの文化 に も優劣 がつけ られて いない。



使われる言語を例にとっても、英語以外の様々な言語が、翻訳 されずに原音のまま表記されてい

る。例えば次の場面は、病床に伏 したジュリアンと看病に訪れたチータが会話をする箇所である。

簡略化するため、ダイアローグのみを抜粋する。

 "M'
sieu-le-Docteur, maman  d'mande  si  vous  n'avez besoin  d'que'que  chose?  .  

.  .  .  Plait-il  ?" 
  "P

ardon  me  ! --I did not  hear  .... you gave me such a  start  !  Tell me, 

darling, your  name  ; ... tell me who you are  ?" (Dis-moi qui  to es, mignonne; 

--dis-moi ton nom .) 
   "Chit

a Viosca  C'est a dire....  Concha--Conchita." 

                                          .... 

  "N
othing I can bring  you  ?  ....  Some fresh milk ?" 

  "N
othing now, dear: if I need anything later, I will tell your mother when 

she comes." 
  "M

amma does not understand French very well." 
  "N

o importa,  Conchita  ; --le hablare en Espanol." 
  "Bi

en,  entonces!  .  .  .  . Adios,  senor!" (Chita 247-49)

　会話 は三種類 の言語 によって交互 に織 りなされ、特 に英語で説明 され る ことな く進 め られてい

く。英語圏 の読者 は完全 には理解で きない ものの大 まか な流れ はつ かみ、その マルチ リンガルな

世界観 に浸 る ことがで きる。この箇所 は、ハ ー ンが様 々 な言語、文化 の価値 を認 め、多様性 を評

価 してい ることを示 している。外国語 を単 な る意 味不明の音 と して捉 える と、 このよ うな発想 は

生 まれて こない と思 われ る。

　一方我 々 日本人 の ような英語圏以外 の者が全 て 日本語 に翻訳 された物 を読 む場合、この特徴 に

は気 づかず通 り過 ぎて しま う。1999年 の河 出書房新社版(平 川祐弘訳)で は、英語以外 の言語 も

全 て一律 に日本語 に直 され、その言葉が何語 で発 せ られ たか につ いての言及 はない。この翻訳法

は一定 の速度 で読 み進 め るには適 してい るが、多言語世界 の魅力 を伝え られ ない。

　難 波江 仁美 は、博士 論文"The　 Aesthetics　 of　the　Ghostly:Art　 and　 Life　in　the　Work　 of

Lafcadio　 Hearn"の 中 で、「ハー ンは音 への感受性 が強 く、外来語 も自然 の音の一部 と して捉え、

作 品中で表現 した」(76-77)と 主 張 して いる。つま り様 々な外 国語 を敢 えて翻訳 せずに原語 のま

ま表記 し、文 明の象徴 であ る言語 と して ではな く、人知 を超 えた大 自然の音の一部 として扱 って

い るとい う見方 であ る。

　 この説 は、「文明」か ら逸脱 し 「自然」へ と向か うハ ー ンの傾向を説明す る点 では説得力 に富 む。



しか し一方 でハ ー ンが少 な くとも部分 的 には、外来語 を単 なる音で はな く、異文化 の言語 であ る

と考 えて いた とも解釈 できる。その例 は、前 に述べ た幼 いチー タと白人た ちが コ ミュニケー シ ョ

ンを試 みる場面 に表れてい る。英語、スペイ ン語、イタ リア語 など様々な言語 が試 され るが、チー

タは反応 しない。結局 はク レオール語 で話 しか けた ラル ッセル とのみ コ ミュニケー ションが成 り

立 つ(Chita　 200)。 つ ま り、種 々の言 語を単 なる自然 の音で はな く、コ ミュニケー トす る手段 を

確立 した文 明の象徴 であ る言語 として見 てい ると言 え る。これ は 『チー タ』執筆当時 のハ ー ンが、

「自然」か ら 「文明」へ回帰 す る動 きも見 せ始 めていた ことを示 してい る。

　 また物語 中で は、言語文化 の多様性 のみな らず アジア太平洋文化 の魅力 につ いて も触 れ られて

いる。第一部 冒頭のニ ューオー リンズ沿岸 の島々の風土 が描写 され る箇所 で、赤褐色 の肌のマ レー

系 の女性 の美 しさ"the　 beauty　 of　ruddy　 bronze,一 一gracile　as　the　palmettoes　 that　sway　 above

them"(147-48)、 中 国 人 の 居 留 地 の 看 板 に 描 か れ た 表 意 文 字(漢 字)の 面 白 さ

"
a　white　 sign-board　 painted　 with　 crimson　 ideographs....the　 fantastic　 characters　 of　the

sign"(148)な どの記述が あ る。カ リブ海の多文化 的な風土 を描 いたカ リブ海文学 について は、

1950年 代 に最 初の ブー ムがあ り、その後1980年 代 以降再 び注 目されて、2001年 のV.S.ナ イ ポー

ル(Vidiadhar　 Surajprasad　 Naipaul)の ノ ーベル賞受賞 につなが った。こ うい った後世 のカ リ

ブ文学 で は、土地 の住 民た ちの心理、植民地社会 の権力構造 にまで踏み込んだ描写が特徴 的であ

る。一方 ハ ー ンの 『チー タ』で は、目の前 の多文 化性 を単 な る一 種の風景 として捉 えてお り、こ

の点 で限界 が感 じられ る ものの、1889年 当 時の作品 と して は彼 の多文化 的描写 は斬新 な視点 だ

と言 えよ う。

　更 に 『チータ』の中で黒 い グア ダルーペに関 して、次 のような一節が ある。

.... and once she[Chita] shocked Carmen inexpressibly by stopping in the 

middle of her evening prayer, declaring that she wanted to say her prayers 

to a white Virgin; Carmen's Senora de Guadalupe was only a  negra  ! and 

 she[Carmen] .... explained to her -- I know not how --something very won-

derful about the little figurine, something that made Chita's eyes big with 

awe. Thereafter she always regarded the Virgin of Wax as an object 

mysterious and holy.  (217  —18)

　嵐 の襲来以前 、フランス系上流階級 のチー タの生家 で は、おそ ら く真 白な マ リア像が拝 まれて

いた と思われ る。一時 は 「こんなnegraで は な く、白いマ リア像 に祈 りたい」 と口走 りカルメ ン

を困 らせたチ ータも、養母の説明を聞 いて畏敬 の念 に打 たれ、蝋 でで きた黒 いマ リア像 を聖 な る

神秘 の もの とみ なす よ うになる。ハ ー ンは、ここで カルメ ンが具体 的に何を語 ったのか を明 らか



にせず、ただ彼女が黒いマ リア像に関する何か素晴らしい話を語 り、チータが感化されたという

事実のみを記 している。しかし、ここでカルメンが語ったものは、おそらくメキシコのグアダルー

ペの聖母伝説であろう。ハーンは西欧文化圏外の聖母伝説について知 っており、敢えて白人少女

が黒い聖母像を受け入れるこのエピソー ドを挿んだのではなかろうか。

太田雄三、大塚英志 らは、ハーンがスペ ンサーか ら人種主義の影響を受けていると主張 してい

る。太田はその著作 『ラフカディオ ・ハーン 虚像 と実像』の中で、「ハーンが常に人種の異質

性を前提 として日本を欧米に紹介 してきた」(12-14)こ とを述べている。また大塚は著作 『「捨

て子」たちの民俗学 小泉八雲と柳田國男』の中で、「ハーンは遺伝に文化事象を還元 し説明し

ようとしている点で、人種主義的であったと言わざるを得ない」(87-88)と 述べている。ハー

ンの来 日後の著作の中にその傾向がない訳ではない。また 『仏領西イン ドの2年 間』での混血の

人々の説明には、現代の基準からすると明 らかに人種差別的な描写が存在する〔3}。しか し少なく

とも 『チータ』に関しては、前述のようにハーンの人種や異文化についての旺盛な好奇心が表れ

ている。ハーンは当時より、異文化にはそれぞれの価値があり優劣がつけられないことに、ある

程度気づいており、人種や言語の問題に関 して、当時の社会規範であったスペンサー主義よりも

はるかに自由な、時代を先取りした感覚を持っていたのである。

おわ りに

ハーンは 『チータ』執筆の過程で、自然と文明の対立に折り合いをつける糸口を見つける。そ

れは、猛々しい大自然の中で、文明の力で子供を庇護する養母 との出会いである。文明が強制す

る社会的秩序 に辟易 していた時期のハーンにとって、最初マルティニークの自然は文明秩序 も転

覆 させる妖艶な魅惑(enchantress)に 感 じられた。しかし実際に自然に囲まれ生活 し『チータ』

を書 き上 げるにつれ、自然は必ず しも桃源郷ではなく、まさに実母のように生産力と破壊力を兼

ね備えた恐ろしい力を持 っていることに気づ く。ハーンにとって自然は、妖艶な魅惑から不可知

(unknowable)な ものに変わ っていった。不可知的自然 は人知を越えた世界という意味で文明

の狭い価値観からの解放ではある。しか し一方不可知の自然の驚異に対抗できる文明の庇護をハー

ンは模索 した。その答えが養母であり、可知的(knowable)な 文明の働きをする養母のテーマは、

彼の次作品 『ユーマ』にも受 け継がれる。

ハーンの自然観と文明観を総括すると、実母は自然を象徴 し、養母 は自然と折 り合 う文明を象

徴 していると言える。彼にとって、自然か ら極度に乖離 した文明である大都市は決 して魅力的な

ものではな く、あ くまで自然と調和 した文明が理想の世界である。来日後も彼は都市圏ではなく

島根県松江に定住 しており、自然 と調和 した人々の営みを求めた。自然観に関 しては19世 紀末の

ファムファタル的な妖艶な自然観から、スペ ンサー的な不可知の自然観を形成するようになる。



ま た ス ペ ン サ ー の 自 然 観 に 関 連 して 、可 知 界 の 知 らぬ と こ ろ で 不 可 知 界 の エ ネ ル ギ ー は 永 続 し て

い く と い う、 来 日 後 に 発 展 さ せ る輪 廻 思 想 の 原 型 を 形 作 る 。一 方 ス ペ ン サ ー の 文 明 序 列 化 に 対 し、

ハ ー ン は 常 に 異 文 化 へ の 暖 か い 視 線 を 持 っ て い た 。

　 ハ ー ン の こ の 自然 観 の 変 化 と養 母 の 発 見 は 、 ほ ぼ 同 時 期 に 起 こ っ て お り 、 『チ ー タ 』 は ハ ー ン が

文 明 か ら 自 然 へ の 逃 走 に 区 切 り を つ け 、文 明 へ の 回 帰 に 向 か う 契 機 と な っ た 作 品 で あ る 。以 後 の

ハ ー ン の 流 れ を 決 定 付 け た 作 品 と も い え よ う。

注

　 (1)平 川 祐 弘 は論 文"Hearn　 and　 the　Sea"の 中 で 、洋 の 東 西 を 問 わ ず 海 を 母 性 と結 び つ け る思 想 が 普 遍

　 　 　 的 に存 在 す る こ と を述 べ て い る。 そ の根 拠 と して 、表 意 文 字 で あ る漢 字 の 「海 」 と 「母 」 の類 似 性 、音

　 　 　声 面 で 、フ ラ ンス語 のmer(海)とmere(母)の 発 音 が 同 じで あ る こ と、 日本 語 の 「海 」(う み)と 「産

　 　 　 む」(う む)が 似 て い る こ とな どを 指 摘 して い る(48)。 ハ ー ンの 自然 を 母 性 と結 びつ け る考 え方 は、彼

　 　 　 の実 体 験 に裏 打 ち さ れ た もの で あ る と 同 時 に、万 人 に も理 解 で き る普 遍 的 な思 想 で あ る と も言 え る。

　 (2)西 成 彦 は論 文 「ラ フカ デ ィオ ・ハ ー ンの放 浪 と遍 歴」 の 中 で 「ハ ー ンは合 衆 国 の 他 の ど こ に も見 出す こ

　 　 　 との で き な い この 町[ニ ュ ー オ ー リ ンズ]の 魅 力 を 、失 わ れ ゆ く もの の 魅 力 と して 描 い て い る。そ れ は哀

　 　 　悼 と喪 の感 情 と と もに描 か れ た 文章 の 数 々 で あ る」(57)と 述 べ 、 そ の例 と して 英 語 新 聞 『アイ テ ム」(

　 　 　Item)の1879年3月9日 号 に 載 っ た記 事 「夢 の 都 」(The　 City　of　Dreams)を 挙 げ て い る。そ の記 事

　 　 　 に は 「伝 染 病 の 流 行 が ニ ュー オ ー リ ンズ の 町 の 風 俗 に変 化 を 強 い る以 前 、人 々 の妄 想 を 支 配 して い た

　 　 　 の は金 で あ り、(中 略)人 々 の 心 を 蝕 む 夢 と悩 み の 種 で あ った 」(58)こ とが 記 され て い る。ま た以 下 の

　 　 　 引用 はNew　 Orleans　 of　Lafcadio　 Hearnか らの ハ ー ンの コ ラ ム記 事 の 抜 粋 で あ る。

　 　 　 　 　 　City　Item,　August　 24,1880.

　 　 　 　 　 　The　 papers　 are　still　obliged　 to　record　 daily　a　variety　 of　bloody　 crimes　 and　 casualties....

　 　 　 　 　 　It　is　the　result　of　steadily　 increasing　 demoralization　 of　the　police　force　and　 an　increased

　 　 　 　 　 　difficulty　 in　securing　 a　proper　 administration　 of　justice.(67)

　 (3)Two　 Years　 in　the-French　 West　lndies,　vol.321-22,　 vol,410-13な どが例 と して 挙 げ られ る。
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